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製品プラスチックリサイクル実証事業について 
 

１ 目的・背景 

 ・現行のプラスチックリサイクル制度は、対象がお菓子の袋やペットボトルのラベル等の容器包

装に限られ、ハンガーや歯ブラシ等の製品プラスチックは対象外で、市民にとって分かりにく

いものとなっている(裏面参照)。なお、本市の家庭ごみでは、容器包装が約１０％混入し、製

品プラスチックが約５％の割合を占めている。 

・本市では、令和元年度から国に対して、分かりやすい分別回収・リサイクルを促進する仕組み

の早期構築について要望を行ってきている。 

・現在、国においては、プラスチック資源循環を促進する観点から、家庭ごみ等で焼却処理され

ている製品プラスチックを、プラスチック製容器包装と一括回収・リサイクルする制度の検討

が進められている。 

・今後、制度化された場合に効率的な運用ができるよう、国の動きに先行し、本市独自にプラス

チックの一括回収・リサイクルの実証事業を実施する。なお、素材分析など実証事業全体につ

いて、東北大学大学院環境科学研究科の協力をいただく予定としている。 

 

２ 実施内容 

（１）期 間 令和２年１１月（１カ月間） 

（２）地 区 青葉区錦ケ丘地区（約２，８００世帯、約８，７００人） 

 （３）フロー 
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（４）周知・広報 

   ・９月中旬  錦ケ丘地区の町内会長等への説明 

   ・１０月上旬 全世帯へのチラシ配布による周知 

   ・１１月中  ごみ集積所へのポスター掲示 

 

３  進め方 

・令和２年１１月  一括回収・組成調査・リサイクル 

・    １２月  アンケート調査実施・回収 

・令和３年 １月  組成調査結果、リサイクル工程における技術的課題の洗い出し及び 

～３月  アンケート調査結果等を踏まえ、効率的な運用について検証 
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